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松
田
清
志
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
っ
た
今
年
の
評
議
員
会
。

安
井
利
一
学
長
は
、
近
年
の

18
歳
人
口
の
減
少
は
、
入
学

者
の
確
保
を
厳
し
く
し
て
い

る
が
、
こ
の
大
学
で
学
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
環
境
作

り
に
地
道
に
取
り
組
み
た
い

と
話
し
、
そ
の
た
め
に
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
松
田
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
昨
年
度
の

議
事
録
を
確
認
、
次
い
で
鈴

木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か
ら

大
学
の
近
況
が
報
告
さ
れ
た
。

在
籍
学
生
数
・
修
学
支
援
業

務
の
状
況
、
海
外
留
学
派
遣

の
予
定
と
続
い
て
、
こ
の
春

の
卒
業
生
の
就
職
率
が
昨
年

度
を
上
回
り
、
現
４
年
生
の

内
々
定
獲
得
も
好
調
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
体
育
会
の
戦
績
に
つ

い
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ヨ
ッ

ト
部
、
空
手
道
部
が
全
国
の

強
豪
校
に
並
ぶ
活
躍
を
見
せ

て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、
３
月
27
日

を
も
っ
て
宮
田
淳
常
務
理
事

が
新
た
に
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
宮
田
侑

前
理
事
長
が
春
の
叙
勲
で
旭

日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
も
伝
え
ら
れ
た
。

　

次
に
、
秋
山
敏
夫
事
務
長

に
よ
る
昨
年
度
の
事
業
報
告

で
は
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
て
い
る
関
東
地
区

教
育
懇
談
会
が
２
回
に
分
け

て
実
施
さ
れ
、
参
加
者
が
一

昨
年
と
比
べ
て
２
８
７
名
増

え
た
こ
と
や
、
教
育
後
援
会

奨
学
金
返
還
の
滞
納
者
へ
の

対
応
策
に
つ
い
て
話
が
あ
っ

た
。
２
０
１
３
年
度
一
般
会

計
決
算
報
告
で
は
、
ヨ
ッ
ト

部
の
輝
か
し
い
活
躍
な
ど
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
部
活
動
に

厚
く
支
援
し
た
こ
と
、
ま
た

大
学
に
よ
る
講
義
棟
１
Ｆ
学

生
ホ
ー
ル
の
改
装
に
協
力
し
、

「
施
設
整
備
費
」
を
充
て
て

協
力
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

付
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
理

解
を
求
め
た
。

　

２
年
生
の
評
議
員
か
ら
は

「
就
職
対
策
費
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
」
と

の
質
問
が
。
こ
れ
に
対
し
秋

山
事
務
長
は
、
７
月
の
「
関

東
地
区
就
職
懇
談
会
」
開
催

に
充
て
て
い
る
と
説
明
し
た
。

大
学
側
か
ら
は
鈴
木
学
生
支

援
課
長
が
「
保
護
者
向
け
の

説
明
会
で
あ
る
就
職
懇
談
会

を
教
育
後
援
会
が
開
催
し
て

く
れ
る
お
か
げ
で
、
大
学
は

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
注
力
で

き
る
。
保
護
者
の
就
職
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
た
。
そ
の
後
、
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

参
加
し
た
評
議
員
か
ら

は
「
毎
年
楽
し
み
に
上
京
し

て
い
る
。
子
ど
も
と
の
会
話

の
き
っ
か
け
に
な
る
」（
３

年
生
評
議
員
）、「
評
議
員
に

な
っ
て
大
学
の
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
た
」（
４
年
生
評
議

員
）、「
大
震
災
の
直
後
に
入

学
し
た
わ
が
子
。
当
初
は
不

安
だ
っ
た
が
明
海
大
学
に
入

れ
て
よ
か
っ
た
」（
４
年
生

評
議
員
）
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
た
。

学
生
支
援
・
主
体
事
業
の
充
実
を
図
る

今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
を
審
議

２
０
１
４
年
度
評
議
員
会

　

５
月
24
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３
０
１
大
会
議
室
に
て
２
０
１
４
年
度
の

教
育
後
援
会
評
議
員
会
が
行
わ
れ
た
。
岡
山
、
岐
阜
、
静
岡
、
新
潟
な
ど
全
国
各
地
か

ら
46
名
の
評
議
員
が
参
加
し
、
教
育
後
援
会
の
予
算
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

高
い
就
職
率
と
体
育
会
の
躍
進

２
０
１
３
年
度
を
総
括

新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
た
動
き
を

２
０
１
４
年
度
事
業
計
画

　

次
に
２
０
１
４
年
度
の
新

役
員
と
評
議
員
が
選
出
さ
れ
、

議
長
を
塩
谷
毅
新
会
長
に
交

代
し
、
後
半
の
審
議
が
行
わ

れ
た
。
審
議
に
先
立
ち
、
塩

谷
新
会
長
が
挨
拶
。「
前
年

度
の
松
田
会
長
の
路
線
を
踏

襲
し
つ
つ
、
新
た
な
役
員
の

方
々
と
の
対
話
を
重
ん
じ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

さ
ら
に
、
秋
山
事
務
長
か

ら
今
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
発
表
が
あ
っ
た
。
年
２
回

発
行
し
て
い
る
「
潮
風
」
は

文
字
を
従
来
よ
り
も
大
き
く

し
、
写
真
を
増
や
し
て
読
み

や
す
く
す
る
こ
と
、
本
学
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
も

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
話

さ
れ
た
。
一
方
で
教
育
後

援
会
奨
学
金
を
利
用
し
て
い

る
学
生
が
現
在
３
名
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
提
起
さ
れ
た
。

今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

予
算
案
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

３
年
生
の
評
議
員
か
ら
は

地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
「
参

加
者
が
少
な
い
会
場
が
あ
る

の
で
開
催
地
等
を
見
直
し
て

は
ど
う
か
」
と
の
質
問
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
秋
山

事
務
長
は
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
同
様
の
意

見
が
出
て
い
る
と
述
べ
た
一

方
で
、
在
籍
学
生
数
が
少
な

く
て
も
、
地
区
懇
談
会
へ
の

参
加
者
が
他
県
と
比
べ
て
多

い
地
区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
参
加
者
数
の
推
移
を

見
て
検
討
し
た
い
と
答
え
た
。

塩
谷
会
長
は
、
地
区
懇
談
会

は
他
大
学
に
は
あ
ま
り
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

と
話
し
、
今
年
度
は
参
加
者

を
増
や
す
た
め
の
チ
ラ
シ
送
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2013 年度　一般会計決算書
（自）2013年 4月 1日（至）2014年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会 費 82,000,000	 85,020,000	 ▲	3,020,000
雑 収 入 0	 0	 0
繰 越 金 36,299,643	 36,299,643	 0
合 計 118,299,643	 121,319,643	 ▲	3,020,000
支出の部	

科　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000	 0	 400,000
国内外大学調査研究費 1,000,000	 709,975	 290,025
組織強化費 17,500,000	 17,470,722	 29,278
広報費 6,000,000	 4,914,070	 1,085,930

小　　計 24,900,000	 23,094,767	 1,805,233

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 26,000,000	 20,956,687	 5,043,313
部活動等協力費 9,400,000	 9,624,576	 ▲	224,576
教育補助 6,800,000	 5,704,109	 1,095,891
卒業記念品費 13,000,000	 9,794,400	 3,205,600
卒業アルバム制作費援助 5,500,000	 4,970,000	 530,000
就職対策費 1,000,000	 897,347	 102,653
留学研修費援助 6,000,000	 3,620,000	 2,380,000
施設整備支援 2,000,000	 3,963,750	 ▲	1,963,750

小　　計 69,700,000	 59,530,869	 10,169,131
事業費計 94,600,000	 82,625,636	 11,974,364

会
議
費

評議員会議 1,500,000	 1,293,970	 206,030
役員会・常任幹事会 2,000,000	 1,449,949	 550,051
その他会議 500,000	 290,466	 209,534

会議費計 4,000,000	 3,034,385	 965,615

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000	 42,190	 57,810
慶弔費 500,000	 215,926	 284,074
旅費交通費 50,000	 0	 50,000
印写事務費 500,000	 504,257	 ▲	4,257
業務委託費 7,800,000	 7,662,266	 137,734
渉外費 400,000	 181,700	 218,300
消耗品費 400,000	 292,814	 107,186
事務費 500,000	 84,509	 415,491

小　　計 10,250,000	 8,983,662	 1,266,338
備
品
費
什器備品費 500,000	 0	 500,000

小　　計 500,000	 0	 500,000
管理費計 10,750,000	 8,983,662	 1,766,338

予　 備 　費 8,949,643	 0 8,949,643
次年度繰越金 0	 26,675,960	 ▲	26,675,960
合　　　　計 118,299,643	 121,319,643	 ▲	3,020,000

2014 年度　一般会計予算書
（自）2014年 4月 1日（至）2015年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増減額
会 費 78,000,000	 82,000,000	 ▲	4,000,000
雑 収 入 0	 0	 0
繰 越 金 26,675,960	 36,299,643	 ▲	9,623,683
合 計 104,675,960	 118,299,643	 ▲	13,623,683

支出の部
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 600,000	 400,000	 200,000
国内外大学調査研究費 1,000,000	 1,000,000	 0
組織強化費 17,500,000	 17,500,000	 0
広報費 6,000,000	 6,000,000	 0

小　　計 25,100,000	 24,900,000	 200,000

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 24,400,000	 26,000,000	 ▲	1,600,000
部活動等協力費 10,300,000	 9,400,000	 900,000
教育補助 6,800,000	 6,800,000	 0
卒業記念品費 10,400,000	 13,000,000	 ▲	2,600,000
卒業アルバム制作費援助 5,500,000	 5,500,000	 0
就職対策費 1,000,000	 1,000,000	 0
留学研修費援助 5,000,000	 6,000,000	 ▲	1,000,000
施設整備支援 0	 2,000,000	 ▲	2,000,000

小　　計 63,400,000	 69,700,000	 ▲	6,300,000
事業費計 88,500,000	 94,600,000	 ▲	6,100,000

会
議
費

評議員会議 1,500,000	 1,500,000	 0
役員会・常任幹事会 2,000,000	 2,000,000	 0
その他会議 300,000	 500,000	 ▲	200,000

会議費計 3,800,000	 4,000,000	 ▲	200,000

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000	 100,000	 0
慶弔費 500,000	 500,000	 0
旅費交通費 30,000	 50,000	 ▲	20,000
印写事務費 600,000	 500,000	 100,000
業務委託費 7,800,000	 7,800,000	 0
渉外費 400,000	 400,000	 0
消耗品費 400,000	 400,000	 0
事務費 500,000	 500,000	 0

小　　計 10,330,000	 10,250,000	 80,000
備
品
費
什器備品費 500,000	 500,000	 0

小　　計 500,000	 500,000	 0
管理費計 10,830,000	 10,750,000	 80,000

予　 備　 費 1,545,960	 8,949,643	 ▲	7,403,683
合　　　　計 104,675,960	 118,299,643	 ▲	13,623,683

■2014年度　新役員の紹介（※敬称略）
会　長	 塩谷　毅
副会長	 小林あゆみ　久村　充　　佐藤恒久
常任役員・会計	 久家和江
常任役員・監査	 清水俊行　　降幡光穗
役　員	 堀籠祥子　　大塚広美　　瀧本みゆき　赤穂英吏子　渡口裕美
	 	 原田さゆり　浅古直美　　平尾　修　　栗本真弓
	 	 鈴木千代子　夏目典子　　佐藤昭吾　　山岡麻子

2014年度事業計画
Ⅰ．教育後援会主体事業
Ａ‐１　地区教育懇談会の実施
Ａ‐２　就職懇談会の実施
Ａ‐３　教育後援会会報「潮風」の発刊
Ａ‐４　教育後援会奨学金
Ａ‐５　不動産会社の紹介
Ａ‐６　卒業記念品の贈呈
Ａ‐７　卒業アルバムの贈呈
Ａ‐８　国内外大学の視察
Ａ‐９　教育後援会ホームページの充実
Ａ‐10　学生の慶弔
Ａ‐11　教育後援会学生表彰の実施

Ⅱ．学生の自主的諸活動支援
Ｂ‐１　課外教育活動団体の支援
Ｂ‐２　学園祭の支援
Ｂ‐３　サマーキャンプの支援
Ｂ‐４　新入生歓迎会の支援

Ｂ‐５　留学生連合会主催行事の支援
Ｂ‐６　スポーツ活動の支援
Ｂ‐７　契約厚生施設利用の支援
Ｂ‐８　卒業パーティーの支援
Ｂ‐９　卒業アルバムの支援
Ｂ‐10　文化活動の支援
Ｂ‐11　ボランティア活動の支援

Ⅲ．大学実施事業支援
Ｃ‐１　長短期学生海外留学研修派遣の支援
Ｃ‐２　就職対策の支援
Ｃ‐３　大学施設設備等の支援
Ｃ‐４　学生食堂の支援
Ｃ‐５　少人数教育の支援
Ｃ‐６　学部教育の支援
Ｃ‐７　課外教育活動団体顧問の支援
Ｃ‐８　課外教育活動団体指導者の支援
Ｃ‐９　体育会活動の支援
Ｃ‐10　ピア・サポート・セミナーの支援

評議員会にて

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
明

海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教

育
後
援
会
の
２
０
１
４
年
度

会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
塩

谷
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
創

立
25
周
年
を
迎
え
た
２
０
１

３
年
度
の
教
育
後
援
会
を
無

事
か
つ
円
満
に
活
動
し
纏
め

ら
れ
た
松
田
前
会
長
の
路
線

を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
役

員
の
方
々
ま
た
学
校
関
係
の

皆
様
と
積
極
的
に
情
報
交
換

し
、
対
話
を
重
ん
じ
、
今
年

度
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
所

存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
の
テ
ー
マ

は
「
各
活
動
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
と
再
構
築
」
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
各
事
業
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ
る
施
策
を
企

画
ま
た
実
施
す
る
と
と
も
に
、

状
況
に
よ
っ
て
は
見
直
す
部

分
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
地
区
教
育
懇
談
会
活
動

の
充
実

　

新
1
年
生
の
保
護
者
の
た

め
に
も
あ
ら
た
め
て
お
伝
え

し
ま
す
と
、
こ
の
事
業
は
ほ

か
の
大
学
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
当
教
育
後
援
会
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
、

主
要
事
業
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
を
入
れ
ま
す
と
、

全
国
11
カ
所
で
保
護
者
の
方

に
対
し
て
大
学
の
近
況
、
お

子
様
の
学
校
生
活
な
ど
を
お

伝
え
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
に
は
学
長
を
始
め
学
校

関
係
の
方
々
も
一
緒
に
出
向

い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

活
動
を
今
ま
で
以
上
に
盛
り

上
げ
た
く
、
今
年
度
か
ら
ご

案
内
文
書
と
は
別
に
新
た
に

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
既
に
6

月
の
関
東
地
区
教
育
懇
談
会

の
ご
案
内
か
ら
同
封
い
た
し

ま
し
た
。
一
例
で
す
が
、
こ

の
よ
う
に
重
要
と
思
わ
れ
る

事
業
に
お
い
て
は
、
よ
り
効

果
的
な
活
動
を
め
ざ
し
、
ア

イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
工
夫
を

図
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

　

な
お
、
各
地
区
に
行
っ
た

際
は
保
護
者
の
皆
様
に
ぜ
ひ

お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
し
て
、
各
会
場
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
う
れ
し
い

で
す
。

◆
学
生
諸
活
動
へ
の
支
援

　

学
生
生
活
の
充
実
に
向
け

て
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
明
海

祭
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
へ
の
支
援
は
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
に

向
け
て
学
校
名
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
春
の
大
会
で
も
名
だ

た
る
伝
統
校
の
中
で
関
東
５

位
に
入
っ
た
ヨ
ッ
ト
部
な
ど
、

知
名
度
の
向
上
は
う
れ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
体
育
会
等
へ

の
活
動
支
援
は
活
動
総
額
か

ら
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
継
続
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

　

当
教
育
後
援
会
で
は
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
奨

学
金
制
度
を
独
自
に
導
入
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
部
の
卒
業
生
か
ら
の

返
済
が
滞
っ
て
お
り
、
大
事

な
教
育
後
援
会
の
会
費
を
財

源
と
し
て
貸
与
し
て
い
る
だ

け
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
独
立
行
政

法
人
等
の
奨
学
金
制
度
の
充

実
に
よ
り
、
当
奨
学
金
の
利

用
者
が
年
々
減
少
し
て
き
て

い
る
の
も
実
状
で
す
。
結
論

は
急
ぎ
ま
せ
ん
が
、
正
直
見

直
し
が
必
要
な
時
期
に
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

私
は
、
保
護
者
の
皆
様
と

同
じ
よ
う
に
、
現
在
当
大
学

経
済
学
部
4
年
生
に
在
籍
し

て
い
る
息
子
の
父
親
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
私
自
身
も
明
海

大
学
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て

良
か
っ
た
、
と
思
え
る
よ
う

な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
後
援
会
会
長
　
塩
谷 

毅

会長
挨拶



 (3) 第42号し　お　か　ぜ
　

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
の
教

育
、
研
究
活
動
に
対
し
、
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
宮
田
侑

理
事
長
の
退
任
を
受
け
て
、

３
月
27
日
付
け
で
学
校
法
人

明
海
大
学
理
事
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
方
も
既

に
ご
存
じ
の
と

お
り
、
明
海

大
学
の
前
身

　

明
海
大
学
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の

皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
大
学
の
運

営
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

支
援
を
頂
戴
し
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
１
年
間
、

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援

会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
松
田
清
志
様
に
は

適
切
な
会
務
運
営
で
立
派
に

そ
の
重
責
を
果
た
し
て
く
だ

さ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

で
あ
る
城
西
歯
科
大
学
が

１
９
７
０
年
に
創
立
し
て
か

ら
44
年
に
な
り
ま
す
。
創
立

者
宮
田
慶
三
郎
が
創
り
上

げ
、
前
理
事
長
宮
田
侑
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
本
学
は
歯
学
部
、
外
国

語
学
部
、
経
済
学
部
、
不
動

産
学
部
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
の
５
学
部

お
よ
び
大
学
院
を
有
す
る
総

合
大
学
へ
と
発
展
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
世
界
を
取
り
巻

く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、
先
進
国
に
お
け
る
経

済
成
長
の
鈍
化
、
エ
ネ
ル

に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
大
学

そ
の
も
の
の
在
り
方
、
歩
み

方
を
決
め
て
い
く
う
え
で
非

常
に
重
大
な
局
面
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

本
学
は
大
学
と
し
て
の
存
在

感
を
社
会
に
示
し
、
優
秀
な

す
。
ま
た
、
同
時
に
、
副
会

長
の
本
多
敏
子
様
、
塩
谷
毅

様
、
そ
し
て
久
村
充
様
に
も

大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
後

援
会
評
議
員
会
で
執
行
部

が
交
代
さ
れ
て
か
ら
、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
地
区
懇
談

会
や
就
職
説
明
会
そ
し
て
９

カ
所
の
地
区
懇
談
会
と
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
保
護
者

の
皆
様
の
大
学
に
対
す
る
満

足
度
を
向
上
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
特
に
９
月
か
ら
12
月

ま
で
の
日
曜
日
を
ほ
と
ん
ど

使
っ
て
の
北
海
道
か
ら
沖
縄

県
で
の
地
区
懇
談
会
で
は
、

会
長
、
副
会
長
の
熱
意
に
感

激
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

夢
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学

は
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
、

何
卒
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

　

学
長
と
し
て
、「
大
学
の

魅
力
と
実
力
」
の
向
上
は
使

命
で
も
あ
り
ま
す
。
在
校
生

が
明
海
大
学
に
入
学
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
、
卒
業
生
が

明
海
大
学
を
卒
業
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が
大

学
生
、
社
会
が
求
め
る
学
生

を
育
て
る
大
学
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

社
会
に
お
け
る
卒
業
生
の
活

躍
こ
そ
が
明
海
大
学
の
真
の

評
価
だ
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
活
躍
の
基
盤
を
形

成
す
る
も
の
が
「
学
び
」
で

あ
り
、
大
学
は
卒
業
後
も
継

続
し
て
「
学
び
の
場
」
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
明
海

大
学
が
社
会
か
ら
「
選
ば
れ

る
大
学
」
か
ら
「
選
ば
れ
続

け
る
大
学
」
へ
と
発
展
し
て

い
く
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　

私
は
理
事
長
と
し
て
、
本

学
が
掲
げ
る
「
社
会
性
・
創

造
性
・
合
理
性
を
身
に
つ

け
、
広
く
国
際
未
来
社
会
で

活
躍
し
得
る
有
為
な
人
材
の

育
成
」
と
い
う
建
学
の
精
神

を
具
現
化
す
べ
く
、
学
生
の

学
の
魅
力
で
あ
り
実
力
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
最

高
学
府
で
あ
り
、
保
護
者
の

皆
様
か
ら
大
切
な
お
子
様

を
託
さ
れ
た
教
育
機
関
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
は
研

究
も
社
会
貢
献
も
活
発
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す

が
、
研
究
も
社
会
貢
献
も
や

り
直
し
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
教
育
は
や
り
直
し
が
き

き
ま
せ
ん
。
失
敗
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
３
年
前
か
ら
、
卒

業
生
、
保
護
者
、
そ
し
て
就

職
先
の
企
業
か
ら
大
学
の
評

価
を
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
社
会
に
出
た
卒
業
生

が
自
信
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
い
つ
も
気

に
か
け
て
い
ま
す
。
社
会

が
い
か
に
変
化
し
よ
う
と

も
、
自
ら
が
課
題
を
発
見
し

て
、
新
し
い
方
法
を
探
索
し
、

よ
り
よ
く
社
会
の
た
め
、
家

ギ
ー
・
資
源
の
問
題
や
経
済

発
展
に
伴
う
環
境
汚
染
な
ど

地
球
規
模
で
連
動
す
る
課
題

が
山
積
す
る
な
ど
人
類
は

今
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
等
教
育
機
関
に
お

い
て
は
、
18
歳
人
口
の
減
少

に
よ
る
厳
し
い
大
学
間
競
争

　

さ
て
、
平
成
26
年
度
の
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
く
前
副

会
長
の
塩
谷　

毅
様
、
そ
し

て
再
度
の
副
会
長
を
お
務
め

い
た
だ
く
久
村　

充
様
、
そ

し
て
新
し
く
副
会
長
に
な
ら

れ
た
小
林
あ
ゆ
み
様
、
佐
藤

恒
久
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

１
年
間
、
全
て
の
明
海
大
学

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
多
様
化
す
る
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
問
題
解

決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
愛

情
あ
ふ
れ
る
厳
し
い
教
育
を

提
供
し
、
修
学
環
境
を
整
備

し
、
学
生
皆
さ
ん
が
抱
く
そ

れ
ぞ
れ
の
「
夢
」
の
実
現
を

支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
大
学
と
と

も
に
、
学
生
の
抱
く
「
夢
」

の
実
現
、
そ
し
て
大
学
の
更

な
る
発
展
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
連
携
協
力
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に

問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
よ

う
な
人
材
に
育
っ
て
い
る
か

が
重
要
な
評
価
指
標
だ
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
す
ぐ

に
結
果
評
価
が
で
き
る
こ
と

も
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
が
、建
学
の
精
神「
社

会
性
・
創
造
性
・
合
理
性
を

身
に
つ
け
、
広
く
国
際
未
来

社
会
で
活
躍
し
う
る
有
為
な

人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
」
を

具
体
的
な
評
価
指
標
と
し
て

と
ら
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
教
員
も
職
員
も
、

自
分
が
学
生
と
関
わ
っ
た
結

果
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
成

長
し
て
ど
の
程
度
ま
で
自
己

実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
を
真
剣
に
考
え
る
時
代
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
誠
心
誠
意
、
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
キ
ャ
ン
パ

ス
づ
く
り
に
専
念
い
た
し
ま

す
。

課
外
活
動
の
功
績
を
称
え

41
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

２
０
１
３
年
度　

学
生
表
彰
式

　

３
月
22
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
学

生
ホ
ー
ル
に
て
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度

の
学
生
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
が
課
外
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
り
、
大

学
の
名
声
を
高
め
る
活
動
を
し
た
学
生
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
41
の
個
人
・
団
体

が
表
彰
さ
れ
た
。
松
田
清
志
会
長
が
挨
拶
の

後
、
表
彰
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
を
渡
し
た
。

　

川
戸
志
織
さ
ん
（
経
済
学
科
卒
）
は
全
日

本
学
生
女
子
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
で
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
、
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手

権
大
会
で
は
ス
ナ
イ
プ
級
で
優
勝
し
た
。「
こ

の
４
年
間
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
今
日

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
の
底
か
ら
感
謝
し

ま
す
」
と
表
彰
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、長
嶺
克
則
さ
ん
（
不
動
産
学
科
卒
）

は
ボ
ク
シ
ン
グ
フ
ラ
イ
級
で
２
０
１
２
年
全

日
本
新
人
王
を
獲
得
し
表
彰
さ
れ
た
。
高
校

生
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
て
、
在
学
中
に

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
卒
業
後
は
、
プ
ロ
と
し
て

活
動
す
る
と
い
う
。
明
海
大
の
卒
業
生
の
今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

氏名 学科 内容
１.表彰対象①　個人
川戸　志織 経済 第78回全日本学生ヨット選手権大会スナイプ級1位ほか

遠山　大輔 経済 第57回全日本学生空手道個人選手権大会3位入賞（本学初）、優
秀選手受賞

高橋　佳奈江 英米語 第３回アジアユースパラリンピック競技大会（ジュニア）100ｍ２位・200ｍ3位、スポーツ祭東京2013にて千葉県選手団の旗手を務めた。
久高　將広 経済 第92回関東学生陸上競技対校選手権大会円盤投げで６位入賞
渡邉　翔 経済 第92回関東学生陸上競技対校選手権大会110ｍハードルで５位入賞
蓮沼　正基 不動産 第92回関東学生陸上競技対校選手権大会100ｍで８位入賞

長嶺　克則 不動産「ボクシング」2011年プロデビュー、2012年フライ級東日本及び全日本新人王ほか
１.表彰対象①　団体

体育会ヨット部 第78回全日本学生ヨット選手権大会470級４位、スナイプ級１位・総合
２位ほか

体育会空手道部 第57回（平成25年度）全日本空手道選手権大会　団体組手男子ベスト８、
団体組手女子ベスト８ほか

2.表彰対象② -1
久場島　清博 経済 軽音楽部アリーナ
鈴木　歩美 日本語 吹奏楽部
三村　真美 ＨＴ 茶道部
松本　翔太 日本語 情報処理研究部
小嶋　佑輔 経済 水泳部

藤谷　航平 日本語 サッカー部
大塚　純也 経済 空手道部
宮沢　文雄 中国語 バレーボール部
范　林菲菲 英米語 女子硬式庭球部
伊東　雄基 経済 ヨット部
袁　野 経済 中国留学生会
沈　云峰 日本語 中国留学生会
ゲン チー フォン 経済 ベトナム留学生会
パク ガンホ 経済 韓国留学生会
2.表彰対象② -2
付　媛芝 日本語 留学生連合会会長
3.表彰対象③

庭山　恵太 英米語 日本航空㈱、米国ＮＰＯ法人コペルニクス実施の地域開発支援活動として海外で５日間の活動をした。
石黒　慎也、川﨑　仁美　
菊地　達朗、篠崎　瑞穂 英米語

東日本大震災による被災地（岩手県釜石市）
復興支援ボランティア活動に明海大学の代
表として積極的に参加し、地域社会に顕著
な貢献をした。

池澤　勇人、石原　　恵、金澤　佑太
田中　佑樹、長谷　俊秀 経済

受川　　大、岩崎　　亮、西筋　勇悟 不動産
姜　　露露、ソウ　　青、田中　　颯 ＨＴ

髙橋　智美 ＨＴ ＨＴ学部主催東日本大震災被災地支援活動に積極的に参加し、地
域社会に顕著な貢献をした。

2013年度浦安キャンパス教育後援会表彰者一覧（敬称略）

大
学
の
魅
力
と
実
力学

長
　
安
井
利
一

建
学
の
精
神
の

さ
ら
な
る
具
現
化
を
め
ざ
し
て

理
事
長
　
宮
田
　
淳

御 挨 拶

※HT…ホスピタリティ・ツーリズムの略
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学園祭実行委員会委員長
菊地真衣子

（外国語学部英米語学科３年）
①第 27 回明海祭の
テーマ「繋～ツナグ～」
という言葉を胸に学園
祭実行委員全員が手を
取り合い、参加団体の
方をはじめ、お越しい
ただく全ての方に楽し
んでいただけるような素晴らしい明海祭
を創り上げていきたいと思っています。

②明海大学の個性豊かな学生が好きです。
私の周りにも素敵な人がたくさんいて、
毎日充実した学生生活を送っています。

学友会体育会連盟会会長
村上正英（英米語学科 4 年）
①今年は例年行ってい
るボランティアなどの
活動に積極的に参加し
ていきたいと思ってい
ます。体育会連盟会と
して確かに部活も大事
なのですが、部活だけ
でなく自分たちが協力できるところで地
域貢献などもしていきたいと思います。

②私は運動施設の充実しているところが
好きです。テニスコートは13面と多く、
グラウンドも大変綺麗なところです。

学術文化連合会会長
江村　拓朗（経済学科３年）
①新入生の皆さんご入
学おめでとうございま
す。この明海大学に新
たな仲間が加わったこ
とを、心から嬉しく思
います。
私の抱負は、今までの
学術文化連合会の体制を見直し、変えて
いくことです。これまでの習慣や規約を
作り変え、より良いものとしていきたい
と思っています。

②未熟なところが多い自分に対して、職
員の方々が優しく対応してくれるところ
が好きです。

留学生連合会会長
呉昱霖（経済学科４年）
①留学生連合会は留学
生同士が交流する場を
設け、共に大学の国際
競争力を高めると同時
に、各国留学生の間の
理解と協力を促進し、
善隣友好で信頼し合う
ため、力を尽くします。

②明海大学は良いカリキュラムを持ち、
綺麗な校舎、先見性などが特徴です。大
学の建学の精神により、学生の社会性・
創造性・合理性を身につけさせ、社会に
有為な人材をたくさん送っていると思い
ます。

卒業パーティー実行委員会委員長
藤田　奏恵

（ホスピタリティ・ツーリズム学科３年）
①学生生活最後の行事
である卒業パーティー。
明海大学を卒業して良
かったと思ってもらえ
るような素晴らしい卒
業パーティーを作り上
げていきたいです。大
変なことも多くあると思いますが、委員
一同全力で活動に取り組んでいきます。

②留学、ボランティア、インターンシッ
プなどの活動を大学がしっかりサポート
してくれるので、何事にもチャレンジで
き、自分の可能性を広げられるところ。

学友会会長・中央委員会委員長　
上澤　敬之（経済学科３年）
①毎年恒例の活動に
加え、多くの学生がボ
ランティアを経験で
きるための環境作り、
学生の健康を守るた
めに学内完全分煙化
やマナー向上に向け
た活動に取り組みます。これら実現のた
めにも1年間頑張りたいと思います。

②学生と教職員さんの距離がとても近い
ところ。親身になって学生を応援してく
れる教職員の方がたくさんいます。

①今年度の意気込み・抱負を教えてください
②明海大のここが好き！を教えてください

　明海大の学友会は７つの組織で構成されている（卒業アルバ
ム制作委員会は現在代表者不在）。学友会とは、全学生を会員
とした学生のための自治会組織のことで、学生生活をより向上
させるために、課外活動を通じて、日々活動している。
　今年度の代表に活動方針や抱負を寄せていただいた。
	 　（敬称略）

2014年度 学友会委員長に聞く
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見
受
け
ら
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

〈
参
加
者
の
声
〉

・
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
男
の
子
な
の
で
あ
ま
り

学
校
で
の
様
子
や
将
来
の
こ

と
を
家
庭
で
話
し
ま
せ
ん
。

先
生
に
学
内
で
の
様
子
を
聞

い
て
心
配
が
な
さ
そ
う
で
安

心
し
ま
し
た
。
宅
建
の
試
験

に
つ
い
て
も
詳
細
が
知
れ
て

良
か
っ
た
で
す
。（
不
動
産

学
科
２
年
男
子
）

・
ま
わ
り
は
ち
ら
ほ
ら
内
定

を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
の

で
す
が
、
わ
が
子
は
ま
だ
就

職
活
動
に
本
腰
を
入
れ
る
様

子
が
な
い
た
め
、
就
職
相
談

を
し
ま
し
た
。
資
格
が
あ
っ

た
方
が
良
い
の
か
、
職
種
は

ど
の
程
度
定
め
た
ら
良
い
の

か
な
ど
を
尋
ね
ま
し
た
。
ま

だ
求
人
は
あ
る
と
の
話
に
少

し
安
心
で
き
ま
し
た
。（
経

済
学
科
４
年
女
子
）

・
学
科
の
面
談
で
は
成
績
の

こ
と
を
、
留
学
相
談
で
は
ど

ん
な
手
続
き
が
必
要
な
の
か

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
相
談
し
た
こ
と
を
も

と
に
、
こ
れ
か
ら
娘
と
会
っ

生
は
大
手
志
向
が
強
く
、

そ
の
結
果
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。大
学
で
は
、中

小
企
業
に
も
目
を
向
け

る
よ
う
指
導
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
企
業
と
学

生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
成

果
が
出
て
き
て
い
ま

す
」
と
、
視
野
を
広
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
見

る
こ
と
が
内
定
獲
得
の

道
で
あ
る
と
話
し
た
。

単
位
、
就
活
に
有
利
な

資
格
、
留
学
の
手
続
き

な
ど
疑
問
解
消

～
個
別
面
談
～

　

場
所
を
体
育
館
に
移
し
て

行
わ
れ
た
個
別
面
談
で
は
、

学
部
ご
と
に
学
生
の
担
当
教

員
と
１
対
１
で
話
が
で
き
る

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、

個
別
に
留
学
、
就
職
、
教
務
、

学
生
生
活
の
相
談
が
で
き
る

ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
、
多
く

の
保
護
者
が
不
安
や
疑
問
を

教
員
に
直
接
相
談
し
た
。

　

例
え
ば
、
英
米
語
学
科
の

面
談
で
は
成
績
の
デ
ー
タ
を

見
な
が
ら
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
苦
手
の
よ
う
。
辞
書
を
引

く
習
慣
を
も
っ
と
つ
け
た
方

が
良
い
」
な
ど
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
。
ま
た
、
不
動

産
学
科
で
は
、「
宅
建
を
取
っ

て
い
れ
ば
就
職
に
有
利
。
一

緒
に
お
尻
を
叩
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
親
と
教
員
の

二
人
三
脚
で
学
生
を
励
ま
し

て
い
こ
う
と
話
す
な
ど
、
保

護
者
に
と
っ
て
は
学
生
の
普

段
の
様
子
や
将
来
に
つ
い
て

知
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
。

　

立
食
形
式
で
催
さ
れ
た
第

三
部
の
懇
親
会
で
は
、
面
談

時
よ
り
も
フ
ラ
ン
ク
に
教
員

と
話
を
す
る
保
護
者
の
姿
が

一
人
ひ
と
り
が
学
生
た
ち
に

目
を
向
け
私
た
ち
の
方
か
ら

声
を
か
け
て
、
そ
う
し
た
学

生
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、

一
緒
に
解
決
策
を
見
つ
け
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
す
」
と
話
し

た
。
学
生
一
人
一
人
に
し
っ

か
り
向
き
合
う
同
校
の
特
長

が
色
濃
く
表
れ
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
保
護
者
た
ち
は

時
折
う
な
ず
き
な
が
ら
耳
を

傾
け
た
。

　

気
に
な
る
就
職
状
況
の
話

は
、
ま
ず
就
職
活
動
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。
企
業

の
採
用
活
動
の
時
期
が
大
き

く
変
わ
り
、
現
４
年
生
と
現

２
年
生
で
は
就
職
活
動
を
開

始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
こ
と
を
説
明
。

　

そ
し
て
、
昨
年
の
就
職
率

の
話
題
へ
。「
当
大
学
の
就

職
率
は
、
こ
の
数
年
間
右
肩

上
が
り
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
だ
け
を
見

る
と
95
％
と
、
私
立
の
観
光

系
大
学
の
中
で
は
日
本
一
の

就
職
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

求
人
倍
率
１
・
28
倍
と
推

定
さ
れ
て
い
た
状
況
の
中
で

の
こ
の
結
果
は
、
経
済
状
況

が
上
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

生
た
ち
の
頑
張
り
と
、
大
学

も
最
後
の
最
後
ま
で
学
生
と

企
業
を
つ
な
ぐ
努
力
を
し
て

き
た
結
果
で
す
。
ま
た
、
学

指
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
２
０
１
３
年
度
か
ら

一
新
し
、
１
年
生
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
受
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
固
定
化
せ

ず
、
時
代
に
合
わ
せ
て
柔
軟

に
変
え
て
い
く
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　

今
日
は
就
活
、
留
学
、
学

生
生
活
に
つ
い
て
職
員
に
気

軽
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
が
、
就
職
の
状
況
を
含

め
た
大
学
の
近
況
報
告
を

行
っ
た
。
同
校
で
は
年
に
４

回
、「
授
業
出
欠
席
状
況
調

査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
は
授
業
を
欠
席

し
が
ち
な
学
生

や
、
そ
の
ほ
か
支

援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
学
生
を
調
査

し
、
本
人
と
そ
の

保
護
者
宛
て
に
通

知
し
て
面
談
を
通

し
、
相
談
に
の
り
、

状
況
の
改
善
を
目

指
す
も
の
。
こ
の

調
査
の
背
景
に
つ

い
て
、「
学
生
た

ち
は
皆
、
何
か
し

ら
の
悩
み
や
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
教
職
員

右
肩
上
が
り
の
就
職
率

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
カ
ギ
～
全
体
会
～

　

第
一
部
の
全
体
会
冒
頭
、

塩
谷
毅
教
育
後
援
会
会
長
は
、

「
こ
の
懇
談
会
は
、
他
校
に

は
あ
ま
り
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

催
し
。
大
学
と
保
護
者
の
交

流
の
場
と
し
て
非
常
に
意
義

の
あ
る
も
の
で
す
。
大
い
に

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
安
井
利
一
学
長

が
「
大
学
は
社
会
に
出
る
前

の
最
後
の
学
び
の
場
。
学
生

た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
社
会

に
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
、

人
と
し
て
の
豊
か
さ
を
育
て

な
が
ら
、
専
門
性
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
目

2014年度夏季インターンシップ
　下記リストは大学と各研修機関が事前の協議に基づき、大学が応募を受け付け、選考
のうえ実施する総合教育センター主催『派遣インターンシップ』の受け入れ先だ。夏季
休暇中、ホテルを中心にさまざまな企業・官庁で研修を行える。社会・現場で実際に働
くイメージが湧いたり、業界や企業を知ることができる絶好の機会。来年度を視野にぜ
ひ検討してほしい。

〈研修受入機関と研修業務〉（予定）
・浦安市（浦安市役所）　市内各部課、施
設等
・千葉県警察（浦安警察署）　防犯キャン
ペーン、術科訓練の体験、警察本部見学
など
・シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・
ホテル　宿泊関係部署（ベルサービス、
レクリエーション施設など）
・ホテルオークラ東京ベイ　宿泊サービス
部（ベル、客室）
・東京ベイ舞浜ホテル　クラブリゾート　
フロアサービス課（ベルパーソン）
・サンルートプラザ東京　ベル、レストラ
ン、宴会、イベントなど
・三井ガーデンホテルプラナ東京ベイ　ホ
テル業務全般（フロント、予約、清掃など）
・ホテルニューオータニ幕張　ルームディ
ビジョン（ベル）・レストランサービス
・ホテルラフォーレ修善寺　レストラン
サービス、宴会サービス、宿泊フロント、
客室清掃など
・ホテルエピナール那須　レストラン・宴
会場、フロントでの接遇サービス
・水上高原リゾート200　レストラン・

宴会場、フロントでの接遇サービス
・リゾートイン白浜　レストラン・宴会場、
フロントでの接遇サービス
・ホテルエミオン東京ベイ　宿泊サービ
ス、品質管理、料飲サービス
・日中平和観光㈱　旅行業務全般
・㈱ JTBグローバルマーケティング＆ト
ラベル　外国人旅行者の国内誘致・斡旋
等
・千葉トヨタ自動車㈱　店舗での来客対応
・トヨタカローラ千葉㈱　自動車販売職の
日常業務体験
・ダイハツ千葉販売㈱　店舗での接客応対
・㈱千葉マツダ　自動車販売、店舗業務全
般
・㈱エムエスデー（情報サービス業）　パ
ソコンでの一般管理事務業務
・㈱ジェイ・ブロード　SPI 対策講座・ク
ローバー就職フォーラム運営補助など
・㈱アドレス・インフォメーション（ダ
イレクトメール発送代行業）　オリエン
テーション、実習・発注・配送など
・㈱NKS能力開発センター　研修業務全
般（講座・行事の運営補助業務、企画立案
業務など）

【３年生対象】
《８月》	 5（火）～ 9/18（木）		 インターンシップ
《９月》	 1（月）～ 5（金）		 SPI	・筆記試験対策夏季集中講座
	 1（月）	～ 17（水）	 公務員試験対策講座
	 23（火）～ 12/10（水）	 SPI・筆記試験後学期対策講座
	 25（木）	 就職ガイダンスⅣ	就職活動振り返り対策／
	 	 リクルートスーツ着こなし講座
	 27（土）～ 12/20（土）	 公務員試験対策講座
《10月》	 1（水）	～	2/28（土）		 自己分析（コンピテンシー診断）無料テスト
	 22（水）	 就職ガイダンスV　エントリーシート対策
	 22（水）	～ 11/5（水）	 エントリーシート対策模擬試験
《11月》	 5（水）～ 7	（金）	 女子学生へア&メイク講座
	 13（木）	 ＯＢ・OGから学ぶ業界・職種研究セミナー①
	 14（金）	 就職ガイダンスⅥ面接・グループディスカッション対策
	 20（木）	 留学生のための就職ガイダンス
《12月》	 1（月）～		 大学履歴書用紙無料配布開始
	 4（木）	 内定者報告会
	 8（月）	～ 19（金）		 内定者による就活アドバイス
	 11（木）・12（金）	 就職ガイダンスⅦ　業界等研究対策
	 15（月）～ 19（金）	 仕事研究セミナー
	 未定	 履歴書用写真学内撮影会
《１月》	 9（金）	～ 27（火）		 内定者による就活アドバイス
	 未定	 グループディスカッション講座
	 未定	 履歴書用写真学内撮影会
《２月》	 12（木）		 ＯＢ・OGから学ぶ業界・職種研究セミナー②
	 16（月）～	20（金）	 SPI・筆記試験直前対策講座
	 16（月）	～	3/9（月）	 公務員試験対策講座
	 未定	 グループディスカッション講座
	 未定	 履歴書用写真学内撮影会
《3月》	 2（月）	 千葉県 28大学就活応援セミナー
	 中旬（2日開催）	 学内企業セミナー①
《4月》	 下旬（1日開催）	 学内企業セミナー②
【４年生対象】
《９月》	 23（火）	～	24（水）	 学内企業セミナー③
《10月》	 25（土）	 千葉県 28大学合同就職セミナー
《2月》	 18（水）	 卒業前に決める就活応援セミナー
＊上記日時等は変更になる場合あり。行事の詳細等は掲示・大学HP（http://meikai-career.jp/）で
　お知らせします。

2014年度 就職支援行事　2014年８月～2015年４月
　明海大学では就職活動の支援を手厚く行っている。特に３年生は夏季休暇以降、
行事が集中し忙しくなってくる。早めの行動を心掛け、しっかりと対策ができる
よう保護者の皆さんも見守ってほしい。

て
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
予
定

で
す
。（
英
米
語
学
科
２
年

女
子
）

・
き
ち
ん
と
卒
業
で
き
る
分

だ
け
の
単
位
が
取
れ
て
い
る

の
か
、
就
職
は
大
丈
夫
か
が

気
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
先

生
か
ら
は
あ
ま
り
本
人
に
強

く
言
う
と
逆
効
果
に
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
を

信
じ
ま
し
ょ
う
、
私
も
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
ま
す
と
言
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
直
接
話

を
聞
け
て
安
心
し
ま
し
た
。

（
経
済
学
科
４
年
男
子
）

１
月
25
日
に
行
わ
れ
た
１

・
３
年
生
対
象
の
関
東
地

区
教
育
懇
談
会
に
は
、
約

１
９
０
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
。
詳
細
記
事
は
教

育
後
援
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
14
日
（
土
）、
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
関
東
地
区
教
育
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
２
、４
年
生
の
保
護
者
が
対
象
。２
１
１
名
の
参
加
は
昨
年
の
約
１
・
３
倍
。夫
婦
そ
ろ
っ

て
の
参
加
も
多
く
、
学
生
の
学
習
状
況
や
就
職
な
ど
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

履
修
の
状
況
、
就
活
、
留
学
は
？

直
接
相
談
で
き
る
の
が
魅
力

関
東
地
区
教
育
懇
談
会
6/14
（土）



 (7) 第42号し　お　か　ぜ
　

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
教
育
内

容
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
そ

れ
を
順
序
立
て
て
配
列
し
た

教
育
計
画
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
事
前
に
大
学
の

教
え
る
内
容
が
わ
か
り
、
事

後
的
に
は
学
生
の
学
び
の
履

歴
が
わ
か
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
現
在
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
基
礎
教
育
を
基
盤

に
、
社
会
人
と
し
て
生
き
て

い
く
上
で
必
須
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
教
育
と
人
間
力
形
成
教

育
（
教
養
教
育
）
を
配
列

し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
上
に

実
学
を
学
ぶ
専
門
教
育
（
実

践
的
な
授
業
科
目
）
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
し
て
い
ま

す
。
最
大
の
特
徴
は
、
全
学

部
学
科
１
年
生
全
員
に
対
し

て
必
修
と
し
た
「
学
修
の
基

礎
（
４
科
目
）」
か
ら
な
る

基
礎
教
育
で
す
。
４
年
間
学

ぶ
学
生
と
し
て
大
学
と
自
分

　

日
本
人
が
よ
く
本
を
読
む

の
は
昔
か
ら
で
、
江
戸
時
代

 

「
広
く
国
際
未
来
社
会
で
活

躍
し
得
る
有
為
な
人
材
」
を

育
成
す
る
と
い
う
明
海
大
学

の
建
学
の
精
神
に
魅
力
を
感

じ
、「
霞
が
関
」
か
ら
転
職

し
て
き
ま
し
た
。
霞
が
関
勤

務
の
と
き
は
、
外
交
（
茶
）・

公
用
（
緑
）
パ
ス
ポ
ー
ト
を

使
い
、
世
界
を
飛
び
回
っ
て

い
ま
し
た
。
日
曜
日
に
子
ど

も
の
運
動
会
で
走
っ
た
り
、

綱
引
き
を
し
た
り
し
て
、
酸

素
吸
入
が
必
要
な
ほ
ど
へ
と

へ
と
に
疲
れ
切
っ
て
い
る
の

に
、
夕
方
の
便
で
米
国
へ
１

カ
月
間
出
張
し
た
り
、
突
然

３
年
間
の
モ
ス
ク
ワ
勤
務
を

内
示
さ
れ
、
１
日
24
時
間
３

カ
月
間
、
必
死
で
ロ
シ
ア
語

を
学
ん
だ
こ
と
な
ど
が
走
馬

だ
ろ
う
か
。
こ
の
読
書
好
き

の
日
本
人
の
中
で
、
今
日
の

学
生
だ
け
が
例
外
の
よ
う
に

見
え
る
の
は
不
思
議
な
こ
と

で
あ
る
。

　

文
章
は
論
理
で
あ
り
、
論

理
的
な
力
は
文
章
を
読
ん
で

身
に
つ
く
。
文
章
を
読
む
こ

と
と
数
学
の
理
解
の
間
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
の
は
、
そ

の
故
で
あ
る
。
明
海
大
学
の

図
書
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の

蔵
書
が
あ
る
。
研
究
学
術

図
書
ば
か
り
で
な
く
、
文

庫
、
旅
行
案
内
書
、
雑
誌
な

ど
、
学
生
が
楽
し
み
の
た
め

に
読
む
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
楽
し
み
に
読
む
こ
と
で
、

い
つ
の
間
に
か
自
身
の
能
力

が
高
く
な
っ
て
い
る
と
し
た

ら
、ず
い
ぶ
ん
“
お
い
し
い
”

話
で
あ
る
。
と
り
わ
け
勉
強

嫌
い
の
学
生
に
は
好
都
合
で

あ
ろ
う
。

す
。
特
に
、
本
学
は
住
宅
地

に
位
置
し
、
地
域
社
会
・
地

域
住
民
と
の
関
係
は
学
生
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
浦

安
市
役
所
の
市
民
活
動
補
助

金
制
度
な
ど
に
か
か
わ
る
機

会
が
あ
り
、
多
く
の
様
々
な

団
体
が
浦
安
市
に
対
す
る
強

い
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
意

識
を
持
っ
て
地
域
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
浦
安
が
大
変
魅
力

的
で
、
住
み
や
す
い
街

で
あ
る
理
由
の
ひ
と
つ

が
、
市
民
の
「
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
強
さ

に
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
い

う「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

と
は
、
市
民
が
地
域
課

題
を
自
分
自
身
の
課
題

を
理
解
し
、
大
学
で
の
学
び

方
を
学
び
ま
す
。
大
学
を
特

徴
づ
け
る
基
礎
科
目
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
学
生
が
自

ら
「
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す

力
」、「
夢
を
持
つ
こ
と
、
夢

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
、
夢

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

能
力
」（
安
井
学
長
は
こ
の

力
を
「
人
間
力
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
）
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
第

二
の
特
徴
は
２
０
１
３
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
す
。
１
年
か
ら

４
年
ま
で
継
続
し
て
行
う
明

海
大
学
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
就
活
コ
ー
チ
ン

グ
に
よ
り
実
社
会
で
役
に
立

つ
、
社
会
人
に
必
要
な
基
礎

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
第
三
の
特

徴
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
外
国
語
学
部
の

国
際
教
養
を
備
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
専
攻
」
と
不
動
産
学
部
の

「
宅
建
」
の
資
格
を
１
・
２
年

次
の
う
ち
に
取
得
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
学
生

を
学
ば
せ
る
仕
組
み
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
意
欲
的
な

新
し
い
試
み
で
す
。

に
は
商
店
の
小
僧
や
雇
い
の

下
女
た
ち
で
す
ら
滑
稽
本
な

ど
の
貸
本
を
競
っ
て
手
に
し

た
と
あ
る
。
そ
の
結
果
、
明

治
維
新
当
時
の
日
本
人
の
識

字
率
が
世
界
の
中
で
驚
異
的

な
高
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
り
、
日
本
の
急
速

な
近
代
化
が
可
能
に
な
っ
た

要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
も
、
お
そ
ら
く
社
会

の
最
底
辺
と
み
ら
れ
る
人
々

が
、
そ
こ
ら
に
あ
る
新
聞
や

雑
誌
を
読
ん
で
い
る
光
景
に

よ
く
出
く
わ
す
が
、
こ
れ
も

欧
米
と
比
べ
れ
ば
驚
く
べ
き

光
景
と
い
え
る
の
で
は
な
い

灯
の
よ
う
に
浮
か
び
ま
す
。

　

私
が
属
す
る
外
国
語
学
部

で
は
今
年
度
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
専
攻
（
Ｇ
Ｓ

Ｍ
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｓ
Ｍ
教
員
の
ひ
と
り
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
人
材
を
ひ
と
り
で
も
多
く

本
学
か
ら
輩
出
す
る
こ
と
が

私
の
第
一
の
抱
負
で
す
。

　

４
月
に
就
任
し
た
学
生
部

長
は
、
学
生
支
援
課
職
員
と

と
も
に
学
生
の
５
Ｓ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
５
Ｓ
と

は
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（sec

urity

）」「
セ
ー
フ
テ
ィ
（saf

ety

）」「
サ
ポ
ー
ト
（suppo

rt

）」「
ス
ポ
ー
ツ（sports

）」

お
よ
び
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
（stakeholder

）」
で

　

さ
て
、
保
護
者
の
諸
氏
は

最
近
本
を
読
ま
れ
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。
学
生
の
希
望

的
自
己
認
識
は
、
自
身
の
判

断
や
好
悪
に
は
自
信
が
あ
り

親
の
言
う
こ
と
は
歯
牙
に
も

か
け
な
い
、
と
い
う
も
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
態
は
、

親
の
判
断
や
挙
措
に
知
ら
ず

に
左
右
さ
れ
る
“
子
ど
も
”

で
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
も

の
で
も
よ
い
か
ら
お
子
さ
ん

に
読
書
を
勧
め
て
ほ
し
い

し
、
ご
自
身
も
読
書
に
耽
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
姿
は
何
ら

か
の
形
で
お
子
さ
ん
に
伝
染

す
る
は
ず
で
あ
る
。
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
図
書
館

の
ペ
ー
ジ
に
入
る
と
、
蔵
書

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ご
自
身
の
読
み
た
い
本
を
、

お
子
さ
ん
に
薦
め
て
借
り
て

こ
さ
せ
る
と
い
う
の
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

と
し
て
主
体
的
に
と
ら
え
て

取
り
組
む
姿
勢
を
い
い
ま

す
。同
様
に
本
学
の
活
動
も
、

学
生
・
保
護
者
の
皆
様
、
教

職
員
一
人
ひ
と
り
の
「
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
学
生
・
保
護
者

の
皆
様
と
と
も
に
明
海
大
学

を
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
し
て
機
能
す
る
大

学
に
す
る
こ
と
が
私
の
第
二

の
抱
負
で
す
。

河原ゼミで日経ＣＮＢＣスタジオを見学

2013年度　学位記授与式

　3月 22日（土）、浦安キャ
ンパスで 2013 年度　学位
記授与式が行われた。外国語
学部 276 名、経済学部 323
名、不動産学部 106 名、ホ
スピタリティ・ツーリズム学
部 183 名が浦安キャンパス
から社会へと飛び立った。

大
学
の
力
、
学
生
の
力
に
…

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
明
海
大
学
は
学
生
と
教
職
員
と
の
距
離
感
が
近
く
、
学
生
に
と
っ
て
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。中
で
も
教
務
部
長
、メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
、学
生
部
長
は
、

学
生
に
と
っ
て
、
ま
た
大
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
今
年
度
新
た
に

就
任
さ
れ
た
『
学
生
の
応
援
団
』
お
三
方
に
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

教
育
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て

―
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

副
学
長
・
教
務
部
長
　
佐
々
木
康
史

新メディアセンター長
のお薦め

メディアセンター長　阪本一郎

私
の
抱
負

学
生
部
長
　
河
原
伸
一

MEIKAI PHOTO ALBUM
―  Spring  Ceremony  ―

雨
の
中
で
も
、
立
て
看
板
の
前
は
人
気
の

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に

新
理
事
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た

式
の
あ
と
は
学
科
ご
と
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
た
。
明
海
大
生
と
し
て
の
新
た
な
生
活

の
始
ま
り

中
村
久
子
さ
ん
（
経
済
学
科
）
に

よ
る
新
入
生
宣
誓
。「
素
晴
ら
し

い
先
生
の
も
と
で
勉
学
に
励
み
、

大
学
の
名
を
辱
め
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
」

わ
が
子
の
門
出
を
祝
う
た
め
、
会
場

の
体
育
館
で
開
式
を
待
つ
保
護
者
。

別
会
場
で
は
、
会
場
に
入
れ
な
い
保

護
者
の
た
め
に
、
中
継
が
行
わ
れ
た

民
族
衣
装
で
参
加
し
た
留
学

生
の
姿
も

体
育
会
連
盟
会
で
の
活
動
に
対

し
て
宮
田
賞
を
贈
ら
れ
た
山
田

隆
彦
さ
ん
（
経
済
学
科
卒
）
は

「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
後

輩
た
ち
の
活
動
を
手
伝
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

暖かな日差しの中、学友とともに
在学中の学業成績優秀者に対し
て宮田賞が授与され、安井学長
から銀杯が贈られた

✿
✿

2014年度　入学式

　４月３日（木）、浦安キャンパスで 2014 年度
の入学式が行われた。満開の桜の中、真新しいスー
ツに身を包んだ新入生 899 名がキャンパスに集
まった。　

✿
✿

✿



第42号  (8)し　お　か　ぜ

―
留
学
を
決
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

３
歳
か
ら
始
め
た
英
語
を

活
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
ず
っ
と
あ
り
、
明
海
大
に

進
学
を
決
め
た
の
も
留
学
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い

た
か
ら
。
１
年
生
か
ら
学
内

で
留
学
に
関
す
る
情
報
を
集

め
て
、
留
学
資
金
の
た
め
に

ア
ル
バ
イ
ト
し
た
り
、
英
語

力
を
磨
く
た
め
に
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
と
英
語
で
話
す
よ

う
に
し
た
り
し
ま
し
た
。

―
留
学
し
て

困
っ
た
こ
と

は
？

　

中
国
語
で

何
を
言
っ
て

い
る
の
か
聞

き
取
れ
ず
、

聞
か
れ
た
こ

と
に
答
え
ら

れ
な
く
て
最

初
の
２
カ
月

は
辛
か
っ
た
で
す
。
だ
ん
だ

ん
耳
が
慣
れ
て
く
る
と
、
最

初
か
ら
板
書
は
理
解
で
き
て

い
た
の
で
、
授
業
は
簡
単
に

感
じ
ま
し
た
し
、
友
人
も
増

え
ま
し
た
。

―
生
活
環
境
は
ど
う
で
し
た

か
？

　

住
ん
で
い
た
留
学
生
の
寮

は
日
本
人
も
多
か
っ
た
の
で

生
活
面
で
困
っ
た
こ
と
は
な

い
で
す
。
最
初
は
食
堂
の
食

事
が
新
鮮
に
思
え
た
の
で
す

が
、
じ
き
に
飽
き
て
し
ま
い
、

月
に
一
度
は
日
本
料
理
屋
へ

行
っ
た
り
簡
単
な
自
炊
を
し

た
り
も
し
ま
し
た
。

―
３
年
生
で
の
留
学
は
就
活

面
に
影
響
し
ま
し
た
か
？

　

３
年
生
の
１
月
末
に
は
帰

国
し
た
の
で
そ
ん
な
に
出
遅

れ
た
気
は
し
な
か
っ
た
で

す
。
む
し
ろ
、
就
活
中
に
面

接
官
か
ら
「
中
国
に
い
た
な

ら
、
日
本
国
内
ど
こ
に
行
っ

て
も
大
丈
夫
だ
よ
ね
」や「
中

国
に
い
た
ら
メ
ン
タ
ル
強
く

な
っ
た
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ

て
、
留
学
経
験
を
評
価
し
て

も
ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
中
国
に
支
社
の
あ

る
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
い

ま
し
た
。
将
来
、
中
国
で
仕

事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
留
学
に
あ
た
り
、
ご
両
親

か
ら
は
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト

が
？

　

私
が
留
学
す
る
こ
と
に
賛

成
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、

い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。

―
留
学
し
て
驚
い
た
こ

と
は
？

　

授
業
中
の
学
生
の
様

子
で
す
。
彼
ら
は
本
当

に
よ
く
質
問
し
ま
す
。

先
生
が
説
明
し
て
い
る

途
中
で
も
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
手
を

上
げ
る
。
私
は
リ
ス
ニ

ン
グ
は
問
題
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
自
分
の
考

え
を
う
ま
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ず
に
歯
が
ゆ

い
思
い
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
な
ん
と
か
伝
え
よ
う

と
思
っ
て
努
力
し
ま
し

た
。

―
こ
れ
か
ら
留
学
す
る
人
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を

　

最
初
は
自
信
が
な
く
て
日

本
人
と
ば
か
り
接
し
て
し

ま
っ
た
の
が
、
今
考
え
る
と

も
っ
た
い
な
か
っ
た
。
海
外

で
は
自
分
を
知
っ
て
い
る
人

は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
恥
ず

か
し
が
ら
ず
に
、
キ
ャ
ラ
を

変
え
て
で
も
明
る
く
積
極
的

に
振
る
舞
っ
た
ほ
う
が
外
国

人
の
友
人
が
で
き
ま
す
。
中

国
語
が
下
手
で
も
、
相
手
は

あ
ま
り
気
に
し
な
い
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
経
験
が
力
に
な
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
ど
れ
だ
け

の
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

る
と
充
実
し
た
留
学
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

―
生
活
環
境
は
ど
う
で
し
た

か
？
　
困
っ
た
こ
と
は
？

　

留
学
生
用
の
寮
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の

経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
洗

濯
な
ど
全
部
自
分
で
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
ま

し
た
。
ひ
と
り
で
食
事
し
て

い
る
と
誰
か
が
声
を
か
け
て

く
れ
る
の
で
友
達
も
す
ぐ
に

で
き
ま
し
た
。
帰
国
し
た
今

で
も
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

続
け
て
い
ま
す
。

―
留
学
し
て
変
わ
っ
た
こ
と

は
？

　

こ
れ
ま
で
勉
強
す
る
の
は

受
け
身
の
姿
勢
で
し
た
が
、

向
こ
う
の
人
は
目
標
が
あ
っ

て
、
何
の
た
め
に
勉
強
し
て

い
る
の
か
が
明
確
な
ん
で
す
。

私
も
も
う
一
度
留
学
し
て
、

も
っ
と
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業

を
受
け
て
向
上
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
留
学
す
る
人
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を

　

３
年
生
、
４
年
生
で
留
学

す
る
と
就
活
と
重
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
入
学
し
た
ら
早

め
早
め
に
準
備
す
る
ほ
う
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
な

に
留
学
に
憧
れ
て
い
た
私
で

も
、
渡
航
直
前
は
不
安
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
行
っ
た
ら

な
ん
と
か
な
る
面
も
あ
る
の

で
、
行
き
た
い
と
思
う
な
ら

諦
め
ず
に
や
っ
た
方
が
い
い
。

や
る
前
に
諦
め
て
は
後
悔
し

か
残
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
留
学
を
決
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

中
国
語
学
科
に
進
学
を
決

め
た
と
き
か
ら
留
学
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
留
学
に
あ
た
り
、
ご
両
親

か
ら
は
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト

が
？

　

両
親
も
留
学
に
賛
成
で
し

た
が
、
２
年
生
で
北
京
に
３

週
間
研
修
に
行
っ
た
と
き
は

「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
や
「
反
日
」

が
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

母
は
と
て
も
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
実
際
に
行
っ
て

み
た
ら
報
道
よ
り
も
現
地
は

ず
っ
と
安
全
で
、
そ
の
こ
と

を
話
し
た
の
で
、
留
学
す
る

と
き
は
笑
顔
で
送
り
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。

留
学
体
験
者イン

タ
ビ
ュ
ー

留
学
は
学
生
の
み
な
ら
ず
保
護
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
の
一
つ
。
教
育
後
援
会

で
も
希
望
者
の
後
押
し
を
す
べ
く
、
留
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
短
期
・
長

期
留
学
研
修
を
終
え
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
っ
た
二
人
に
話
を
伺
っ
た
。

卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に卒業
生全員に記念として教育後援会から卒
業アルバムが送付贈呈されます。返品
を少なくするため次の項目をご確認く
ださい。

①アルバム送料は着払い（個人負担）に
　なります。
②お手元に届くのは 12 月から翌年１月
を予定しております。

③住所を変更した場合は必ず学生支援課
に届出を行ってください。

④アルバムの発送は、国内限定のため、
留学生は国内で受け取ることが可能な
住所・友人等を届出ください。（個人
写真の撮影時に受付）

自
分
の
意
見
を
き
ち
ん
と
伝
え
な

い
と
ダ
メ
。
実
感
し
ま
し
た

外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
３
年
　
実
川 

栞
さ
ん

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
に
海
外
研
修

精
神
的
に
強
く
な
り
、

就
活
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た

外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
４
年
　
野
原 

大
樹
さ
ん

浙
江
大
学
に
留
学

短
期

長
期

研修期間
１カ月

留学期間
１年

ホームページをリニューアルしました

　教育後援会のホームペー
ジを今年４月にリニューア
ルしました。
　色調を明るくし、スマー
トフォン・携帯電話（一部
機種除く）にも対応になっ
たのでいつでもどこででも
見られます。
『潮風』では伝えきれない
情報もアップしているので、
ぜひまめにチェックを。

平成26年7月20日発行（年2回刊）
〈教育後援会だより〉

し お か ぜ
発行／明海大学浦安キャンパス教育後援会
〒 279-8550　千葉県浦安市明海 1丁目
電話 047-355-5112　FAX047-355-2871
http://www.meikai-koenkai.com/

編
集
後
記

　

去
る
５
月
に
開
催
し
た
教

育
後
援
会
評
議
員
会
に
は
お

忙
し
い
中
、
全
国
か
ら
評
議

員
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見

等
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
大
学
生
活
を
送
れ
る

よ
う
今
後
も
大
学
側
と
連
携

し
充
実
し
た
後
援
会
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
後
援
会
の
主
要
事

業
で
あ
り
ま
す
教
育
懇
談
会

の
関
東
地
区
が
先
般
終
了
し

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
保
護

者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
要
事

業
の
一
つ
で
、
学
長
は
じ
め

各
学
部
の
先
生
が
地
方
へ
出

向
き
、
大
学
の
近
況
や
、
子

ど
も
の
履
修
状
況
や
就
職
、

留
学
等
な
ど
を
直
接
先
生
か

ら
聞
い
た
り
相
談
が
で
き
る

も
の
で
す
。
特
に
地
方
の
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
大
学
で

の
子
ど
も
の
様
子
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
し
、
状
況
に
よ
っ

て
は
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ぜ
ひ
都
合
を
つ
け
て
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

後
援
会
も
、
塩
谷
会
長
以

下
役
員
全
員
で
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長
　
久
村
　
充


